
「
骨
肉
」
は
、
一
九
二
（
明
治
四
四
）
年
、
秋
江
が
三
五
歳
の
時
、
『
新

（
１
）

潮
」
三
月
号
に
発
表
さ
れ
た
。
主
人
公
「
京
太
郎
」
は
、
三
番
目
の
兄
「
録
」

の
死
ん
だ
知
ら
せ
を
受
け
、
東
京
よ
り
、
実
家
の
あ
る
岡
山
へ
と
帰
る
。
そ

こ
で
主
人
公
が
感
じ
た
こ
と
は
、
昔
、
父
親
や
次
兄
が
死
ん
だ
時
と
違
っ
て
、

周
囲
の
血
縁
関
係
の
人
達
や
近
所
の
人
々
の
悲
し
み
方
が
薄
ら
い
で
い
る
こ

と
だ
っ
た
。
主
人
公
の
心
は
違
和
感
を
持
ち
続
け
る
。
そ
う
し
た
違
和
感
を

理
解
す
る
に
は
、
秋
江
の
家
族
の
歴
史
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
ろ

う
。
一
方
、
母
親
ら
に
墓
を
見
に
行
く
こ
と
を
誘
わ
れ
て
も
、
主
人
公
は
一

人
で
家
に
残
る
。
主
人
公
の
心
の
中
に
あ
る
も
の
は
「
孤
独
」
以
外
の
何
物

で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
家
族
と
秋
江
自
身
と
の
微
妙
な
心
の
ズ
レ

か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
三
兄
の
死
に
対
す
る
悲
し
み
の

薄
ら
ぎ
や
、
主
人
公
自
身
が
感
じ
る
孤
独
を
、
幾
つ
か
の
作
品
を
参
考
に
し

つ
つ
、
秋
江
の
家
族
の
歴
史
も
絡
め
て
明
ら
か
に
し
て
見
た
い
。

近
松
秋
江
「
骨
肉
」

は
じ
め
に

近
松
秋
江
「
骨
肉
」
論

ｌ
「
悲
し
み
の
薄
ら
ぎ
」
と
「
孤
独
」
を
生
ん
だ
背
三
年
１
１

合
冊

ニ
ニ
ロ

近
松
秋
江
と
言
う
と
、
小
説
「
別
れ
た
る
妻
に
送
る
手
紙
」
「
疑
惑
」
「
黒

髪
」
の
作
者
と
し
て
有
名
で
、
い
わ
ゆ
る
逃
げ
た
妻
や
遊
女
へ
の
未
練
や
追

跡
を
克
明
に
描
い
た
作
家
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
秋
江
の
身
辺
に
題
材
を
と

っ
た
も
の
で
あ
り
、
場
所
も
東
京
や
京
都
が
中
心
で
あ
る
。
「
骨
肉
」
は
、

タ
イ
ト
ル
通
り
、
秋
江
の
家
族
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
場
所
も
故
郷
岡
山

で
あ
る
。
「
別
れ
た
る
妻
に
送
る
手
紙
」
が
『
早
稲
田
文
学
」
に
連
載
さ
れ

始
め
た
の
が
、
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
な
の

で
、
「
骨
肉
」
が
書
か
れ
た
の
は
、
ほ
ぼ
そ
の
一
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
骨
肉
」
発
表
の
三
ヶ
月
後
に
は
「
伊
年
の
屏
風
」
と
言
っ
て
、
故
郷
の
長

兄
と
の
や
り
と
り
を
描
い
た
小
説
を
『
太
陽
」
に
発
表
し
、
八
ヶ
月
後
に
は

「
生
家
の
老
母
へ
」
と
言
う
、
秋
江
の
近
況
を
書
簡
体
に
ま
と
め
た
作
品
を

『
文
章
世
界
」
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
秋
江
は
、
東
京
で
の
私
生

活
の
出
来
事
の
み
な
ら
ず
、
故
郷
岡
山
で
の
家
族
と
の
関
係
を
描
い
た
作
品

第
一
章
「
骨
肉
」
の
テ
ー
マ
（
「
兄
弟
」
と
比
較
し
て
）

佐
々
木
清
次

一
一
一
一



も
書
い
て
い
た
と
言
え
る
。

「
骨
肉
」
に
お
い
て
は
、
三
兄
の
死
に
対
す
る
悲
し
み
が
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
悲
し
み
方
が
過
去
と
現
在
と
で
は
大
き
く
変
化
が
見
ら
れ
る
こ

と
に
対
す
る
主
人
公
の
や
る
せ
な
さ
が
描
か
れ
る
。
「
今
は
自
分
の
心
が
俗

世
の
塵
に
染
み
、
情
け
の
色
が
槌
せ
た
所
為
か
、
昔
の
や
う
に
心
の
あ
り
た

け
死
ん
だ
者
を
悲
し
む
こ
と
の
出
来
な
く
な
っ
た
」
と
主
人
公
は
告
白
す
る
。

母
は
「
今
度
の
こ
と
は
、
新
し
い
鋭
い
力
を
以
っ
て
此
の
老
体
に
食
ひ
入
る

こ
と
が
出
来
な
い
」
状
態
で
あ
る
。
「
仏
前
も
何
だ
か
寂
し
い
」
と
感
じ
る
。

父
や
次
兄
の
死
ん
だ
時
と
比
較
し
て
、
今
度
の
葬
儀
に
関
し
て
は
、
「
生
死

し
、
つ
と

と
い
ふ
こ
と
が
、
弄
ば
れ
て
ゐ
る
よ
う
に
」
考
え
る
。
「
養
母
」
が
「
借
家

の
男
」
と
「
餅
を
引
張
り
合
っ
て
」
い
る
の
を
見
て
「
私
」
は
無
性
に
腹
を

立
て
る
。
主
人
公
の
思
い
は
、
「
母
や
姉
の
傍
で
其
等
の
悲
む
心
と
自
分
の

悲
む
心
と
を
思
ふ
ま
、
打
明
け
た
の
で
な
け
れ
ば
、
此
の
兄
の
死
を
悲
む
に

不
足
を
感
じ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
兄
の
死
を
父
や
次
兄
の
時
の
よ
う
に

家
族
と
共
に
悲
し
み
た
い
と
い
う
方
向
に
傾
い
て
ゆ
く
。
心
は
時
間
的
に
過

去
へ
と
結
び
付
い
て
行
く
。

「
骨
肉
」
の
同
時
代
評
と
し
て
は
、
一
九
二
（
明
治
四
四
）
年
四
月
一

日
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
（
第
十
四
巻
八
号
）
で
発
表
さ
れ
た
「
三
月
の
評
論
」

（
宮
本
和
吉
）
と
、
同
年
同
月
同
日
の
「
新
潮
」
で
発
表
さ
れ
た
「
三
月
の

重
な
る
創
作
骨
肉
」
（
作
者
不
詳
）
が
あ
る
。
前
者
で
は
「
徳
田
秋
江
氏

の
『
骨
肉
」
は
面
白
か
っ
た
。
シ
ン
ミ
リ
す
る
書
振
で
あ
る
。
年
が
行
く
と

骨
肉
が
死
ん
だ
時
に
も
存
分
に
悲
し
め
な
い
と
い
ふ
や
う
な
事
を
書
い
た
も

の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
後
者
で
は
、
主
人
公
が
、
周
囲
の
人
々
に
対
し
て
、

兄
の
死
に
対
し
て
悲
し
ま
な
い
の
が
、
そ
の
「
訴
へ
る
や
う
な
、
泣
く
や
う

な
、
叙
情
的
の
気
分
が
、
読
者
の
胸
に
浸
み
込
ん
で
来
る
」
と
評
し
た
。
共

に
、
悲
し
さ
の
度
合
い
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
殊
に
前
者
で

は
、
年
齢
と
い
う
時
間
的
経
過
が
悲
し
み
の
感
情
を
薄
れ
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
両
者
と
も
「
骨
肉
」
の
テ
ー
マ
を
言
い
得

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
悲
し
さ
の
薄
れ
を
言
う
に
は
、
そ
れ
に
至

る
家
そ
の
も
の
の
歴
史
的
経
過
に
当
然
触
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
主
人

公
と
故
郷
の
人
々
と
の
間
に
出
来
る
感
情
の
溝
、
つ
ま
り
主
人
公
の
心
に
生

じ
る
孤
独
感
に
も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
「
骨
肉
」

の
孤
独
感
を
言
う
た
め
に
、
他
の
同
テ
ー
マ
の
作
品
と
比
較
す
る
こ
と
と
す

る
。

秋
江
が
、
こ
の
三
兄
の
死
を
取
り
扱
っ
た
作
品
は
、
「
骨
肉
」
以
外
に

「
兄
弟
」
が
あ
り
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
九
月
「
太
陽
」
に
発
表
し
た
。

秋
江
三
七
歳
の
時
の
作
で
あ
る
。
一
九
○
七
（
明
治
四
十
）
年
に
あ
っ
た
三

兄
の
死
去
の
こ
と
を
、
四
年
後
及
び
五
年
後
と
、
二
回
発
表
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
作
品
に
お
け
る
登
場
人
物
名
と
、
実
在
し
た
人
物
名
を

ま
と
め
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

一

四



表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
姉
の
「
こ
の
ゑ
」
と
三
兄
「
録
」
以
外
は
、
両

作
品
の
間
で
名
前
の
変
更
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
録
」
は
、
小
説

の
中
心
人
物
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
名
前
を
変
え
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
両
作
品
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
兄
弟
」
が
「
骨
肉
」
の
倍
ほ
ど
の

量
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
描
写
だ
が
、
「
骨
肉
」
に
な
く
て
、
「
兄
弟
」
に

（
リ
》
）

追
加
さ
れ
た
も
の
に
、
亡
兄
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
最
後
に
主
人
公
が
帰
京
す
る

（
３
）

際
の
姉
と
近
所
の
女
房
と
の
会
話
が
あ
る
。
「
兄
弟
」
で
は
、
タ
イ
ト
ル
が

示
す
通
り
、
特
に
「
亡
兄
」
の
生
前
の
こ
と
を
描
く
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
「
亡
兄
」
へ
の
追
悼
の
意
を
表
す
る
意
図
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

姉
と
近
所
の
女
房
と
の
会
話
の
方
は
、
こ
れ
を
聞
い
て
主
人
公
が
故
郷
に
自

分
の
居
場
所
が
な
い
こ
と
を
自
覚
し
た
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
る
た
め
で
は

な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
主
人
公
の
孤
独
感
が
浮
き
彫
り
と

な
る
の
で
あ
る
。
「
骨
肉
」
は
、
亡
兄
に
対
す
る
周
囲
の
悲
し
み
の
薄
ら
ぎ

に
秋
江
が
違
和
感
を
抱
い
た
こ
と
が
モ
テ
ィ
ー
フ
に
な
っ
た
の
は
明
ら
か
で

近
松
秋
江
「
骨
肉
」
論

あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
作
者
の
故
郷
そ
の
も
の
の
喪
失
感
に
通
じ
る
も
の
と
が

あ
る
と
も
言
え
る
。

「
兄
弟
」
で
は
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
十
月
一
日
の
「
文
章
世
界
」

（
博
文
館
）
に
お
け
る
「
九
月
文
壇
の
印
象
評
」
（
破
天
郎
）
の
同
時
代
評
が

あ
る
。
そ
こ
で
は
「
異
国
で
死
ん
だ
兄
の
白
骨
を
中
心
と
し
て
、
一
家
そ
れ

ぞ
れ
に
自
分
の
自
己
と
云
ふ
も
の
に
押
し
固
ま
る
、
浅
ま
し
い
、
醜
い
人
性

相
を
有
る
ま
ま
に
、
精
刻
に
展
開
し
て
居
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

言
う
「
醜
い
人
性
相
」
と
は
、
母
や
養
母
等
の
、
亡
兄
へ
の
悲
し
み
を
存
分

に
表
明
し
き
れ
な
い
人
々
の
様
子
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
自
己
と
云
ふ
も
の
に
押
し
固
ま
」
っ
た
の
は
、
主
人
公
自
身
も
そ
う
で
あ

り
、
そ
れ
が
周
囲
の
人
々
と
の
間
で
孤
立
す
る
所
に
も
言
及
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

「
骨
肉
」
に
お
い
て
、
主
人
公
の
心
は
孤
独
で
あ
る
。
期
待
し
た
悲
し
み

が
母
に
も
養
家
に
も
な
い
。
主
人
公
は
、
頑
な
な
気
持
ち
の
ま
ま
、
母
に
墓

に
参
ろ
う
と
誘
わ
れ
る
が
、
一
人
残
る
。
主
人
公
の
心
は
「
東
京
に
帰
っ
て

何
を
し
よ
う
？
心
の
目
的
が
な
い
」
と
感
じ
る
一
方
で
、
故
郷
に
お
い
て
も
、

一
人
取
り
残
さ
れ
る
。
心
は
一
人
寂
し
く
宙
を
坊
復
う
。
こ
れ
は
、
過
去
に

戻
れ
ぬ
こ
と
か
ら
来
る
孤
独
感
を
味
わ
う
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
こ
の
孤
独
感
の
背
景
と
し
て
あ
る
の
は
、
時
間
的
な
原
因
に
よ
る
も
の

ば
か
り
で
な
く
、
空
間
的
な
隔
た
り
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
東
京
に
い
る

主
人
公
と
、
岡
山
に
あ
る
実
家
と
い
う
距
離
は
、
主
人
公
と
実
家
の
者
と
の

心
を
確
実
に
隔
て
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
新
橋
か
ら
山
陽
線
で
実
家
へ
汽

車
で
帰
る
に
し
て
も
一
日
か
か
る
時
代
で
あ
る
。
実
家
の
あ
る
藤
野
か
ら
、

一

五

父姉
「
こ
の
ゑ
」

長
兄
「
基
」

次
兄

三
兄
「
録
」

主
人
公
「
京
太
郎
」

姉
の
夫
「
新
」

「
骨
肉
」

小 次昭
40も、

清 爾山 朔

録
兄

「
こ
の
ゑ
」 ’

「
兄
弟
」

’
近
松
〈
徳
田
）
秋
江

啓
太

九
重

元
作

国
治

利
久
治 実

名
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
十
一
月
死
去

一
八
九
六
〈
明
治
二
九
）
死
去
幼
児
陽
一
郎

残
す

一
九
○
七
〈
明
治
四
十
一
年
九
月
米
国
に
て

客
死

備
考



亡
兄
の
養
家
の
あ
る
岡
山
ま
で
汽
車
で
一
時
間
か
か
る
。
そ
の
兄
自
体
が

「
シ
ア
ト
ル
」
で
死
亡
し
、
遣
灰
は
太
平
洋
を
船
で
渡
り
、
横
浜
よ
り
「
二

百
里
」
の
距
離
を
汽
車
で
戻
っ
て
来
て
い
る
。
姉
も
嫁
ぎ
、
藤
野
の
近
く
の

「
三
石
」
に
住
ん
で
い
る
。
母
と
長
兄
以
外
は
、
家
族
と
い
う
枠
組
み
を
離

れ
、
空
間
的
に
移
動
し
て
い
る
。
こ
の
空
間
的
な
距
離
自
体
が
、
家
族
で
一

人
の
肉
親
を
悲
し
め
な
い
遠
因
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
主
人
公
を
し
て
孤
独

を
感
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
「
骨
肉
」
の
テ
ー
マ
と
言
え
る
主
人
公
の
孤
独
に
つ
い
て
、
違

、
、
、
、

う
角
度
か
ら
見
て
行
き
た
い
。
「
作
品
の
中
の
人
世
観
（
人
生
の
出
し
や
う
と

二
新
潮
』
一
九
二
〈
明
治
四
四
〉
年
三
月
一
日
）
に
次
の
よ
う
に
秋
江
は

述
べ
て
い
る
。

こ
の
秋
江
の
言
説
に
よ
る
前
半
の
「
悲
劇
」
こ
そ
、
「
骨
肉
」
で
言
う
と

こ
ろ
の
、
主
人
公
の
孤
独
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
小
説
に
お
い
て
ど

の
「
材
料
」
を
選
択
す
る
か
に
作
者
の
力
量
が
出
る
と
の
意
見
に
つ
い
て
言

い
ろ
い
ろ

私
は
幾
十
萬
と
も
数
知
れ
ぬ
人
類
が
、
種
々
な
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
千

態
萬
様
の
愉
快
と
希
望
と
苦
労
と
心
配
と
を
胸
に
抱
い
て
生
を
営
ん
で

ほ
ん
と
う

ゐ
る
そ
の
悲
劇
を
以
っ
て
題
材
と
す
る
の
が
、
真
個
に
小
説
ら
し
い
小

説
だ
と
信
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
複
雑
極
る
世
相
１
１
１
小

説
の
材
料
１
１
１
‐
の
中
か
ら
作
者
自
身
の
別
天
地
を
創
造
す
る
虚
に
作

者
の
’
六
ヶ
敷
言
へ
ば
人
世
観
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
の
で
、
作
者

の
個
性
も
其
虚
に
自
か
ら
表
は
れ
る
。

（
４
）

こ
こ
で
、
「
骨
肉
」
が
描
か
れ
た
当
時
の
秋
江
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
「
年

譜
」
に
よ
る
と
、
秋
江
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
五
月
四
日
に
、
父
徳

田
啓
太
、
母
奈
世
の
四
男
と
し
て
岡
山
県
和
気
郡
藤
野
村
に
生
ま
れ
た
。
徳

田
家
は
代
々
農
家
で
あ
っ
た
が
、
「
滝
の
舎
」
と
い
う
酒
造
業
を
兼
ね
、
父

の
啓
太
は
友
人
と
の
共
同
出
資
で
岡
山
に
米
穀
取
引
所
も
開
設
す
る
と
い

う
、
い
わ
ば
村
の
旦
那
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
。
七
歳
の
時
に
は
、
老
師
に
つ

い
て
漢
学
を
学
ん
だ
と
い
う
。
十
一
歳
の
時
に
は
、
英
語
を
学
び
始
め
た
。

最
初
は
そ
の
気
は
な
か
っ
た
が
、
中
学
に
入
学
し
て
か
ら
、
や
っ
と
学
問
に

身
を
入
れ
る
気
に
な
っ
た
。
そ
の
後
十
八
歳
の
時
、
政
治
小
説
を
耽
読
し
、

や
が
て
は
「
人
間
と
し
て
の
価
値
を
意
義
あ
ら
し
め
」
る
「
文
章
家
た
ら
ん
」

（
「
私
は
生
き
て
き
た
」
中
央
公
論
・
一
九
二
三
〈
大
正
十
二
〉
年
九
月
）
と

念
じ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
九
月
に
書
き
置
き
し
て
上
京
、
慶
應
義
塾
に
入

学
し
た
。
し
か
し
、
父
の
死
去
で
帰
郷
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
し
ば
ら
く

家
業
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
文
学
に
親
し
み
、
二
十
一
歳
の
正
月
、
次
兄
国

治
が
幼
児
を
残
し
て
死
去
し
た
の
を
機
に
生
家
に
戻
っ
た
が
、
母
親
の
理
解

え
ば
、
故
郷
へ
の
帰
省
で
の
出
来
事
こ
そ
が
、
秋
江
が
最
も
小
説
の
材
料
と

し
て
描
き
た
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
二
度
ま
で
に
小
説
と
し
て
発

表
さ
れ
た
こ
と
で
証
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
秋
江
の
並
々
な
ら
ぬ

創
作
意
欲
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
秋
江
に
と
っ
て
軽
視
で
き
ぬ
作

品
と
し
て
評
価
出
来
る
点
と
言
え
よ
う
。

第
二
章
「
骨
肉
」
の
背
景
及
び
「
徳
田
家
」
の
歴
史
的
背
景

一
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を
得
て
再
度
上
京
す
る
。
こ
の
よ
う
に
秋
江
は
元
々
家
そ
の
も
の
の
重
圧
に

迫
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
比
較
的
自
由
な
身
で
い
ら
れ
た
。
二
二
歳
に
は
、
東

京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
の
文
学
部
に
入
学
し
た
。
三
兄
が
死
去
し

た
時
に
は
、
郷
里
の
長
兄
元
作
か
ら
資
金
を
得
、
二
七
歳
の
時
知
り
合
っ
た

大
貫
ま
す
と
共
に
、
神
楽
坂
の
赤
城
元
町
に
さ
さ
や
か
な
小
間
物
店
「
藤
の

（
５
）

屋
」
を
開
い
て
、
「
ま
す
」
に
自
活
の
道
を
与
え
て
い
た
。
と
同
時
に
、
若

い
女
を
二
階
に
住
ま
わ
せ
、
二
人
の
女
と
一
つ
屋
根
で
住
む
と
い
う
無
軌
道

ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
た
。
そ
の
年
の
九
月
に
、
三
兄
利
久
治
が
ア
メ
リ
カ
で

客
死
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
秋
江
の
行
動
に
は
、
父
や
兄
の
庇
護
の
下
に
、
文
学
で
身
を
立
て

る
た
め
故
郷
を
後
に
す
る
と
言
っ
た
所
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
秋
江
が
、
帰
郷

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
三
兄
の
死
ん
だ
一
九
○

七
（
明
治
四
十
）
年
の
時
点
で
は
、
父
と
次
兄
は
死
に
、
長
女
は
「
三
石
」

に
嫁
ぎ
、
長
兄
は
藤
野
に
お
い
て
家
業
を
継
い
で
い
た
。
母
は
こ
の
兄
と
同

居
し
て
い
る
。
三
兄
は
養
子
と
し
て
岡
山
に
住
ん
で
い
て
、
一
時
は
、
ア
メ

リ
カ
へ
渡
航
し
て
い
た
。
「
兄
弟
」
に
あ
る
よ
う
に
「
父
親
の
亡
く
な
っ
た

時
も
、
先
の
兄
の
亡
く
な
っ
た
時
も
、
私
の
実
家
は
ま
だ
母
の
世
で
あ
っ
た
」

と
言
う
。
秋
江
の
胸
に
あ
っ
た
の
は
、
郷
里
の
母
を
中
心
と
す
る
家
族
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
三
兄
の
亡
く
な
っ
た
時
に
は
、
そ
の
葬
儀
の
場
は
養
家
で

あ
り
、
し
か
も
母
は
す
で
に
「
慰
み
半
分
の
客
の
来
た
も
の
、
や
う
に
改
ま

っ
て
ゐ
」
、
す
で
に
こ
の
時
に
家
族
と
い
う
ま
と
ま
り
は
な
か
っ
た
と
言
え

し
‐
《
龍
ハ
ノ
○

秋
江
が
上
京
し
た
の
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
だ
が
、
こ
の
時
代

近
松
秋
江
「
骨
肉
」
論

に
限
ら
ず
、
文
学
で
身
を
立
て
る
べ
く
、
家
出
す
る
作
家
は
い
た
。
例
え
ば
、

志
賀
直
哉
が
尾
道
へ
と
旅
立
っ
た
の
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
の
こ

と
で
あ
る
。
父
か
ら
資
金
を
も
ら
い
、
東
京
よ
り
西
へ
向
か
っ
た
。
直
哉
の

場
合
は
、
父
と
い
う
存
在
が
実
家
に
あ
り
、
必
ず
し
も
、
実
家
の
雰
囲
気
が

変
化
し
た
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
家
と
い
う
も
の
が
、
息
子
達
の
家
出

に
よ
っ
て
成
立
し
得
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
は
確
実
に
進
行
し
て
い
た
。
同

じ
く
明
治
四
五
年
の
こ
と
と
言
え
ば
、
夏
目
漱
石
の
「
こ
こ
ろ
」
に
も
、
長

男
や
次
男
が
仕
事
や
勉
学
の
た
め
に
、
家
を
出
て
ゆ
く
の
を
「
父
」
が
嘆
く

（
６
）場

面
が
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
網
野
菊
な
ど
は
、
大
正
四
年
に
、
日
本
女

子
大
学
校
に
入
学
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
、
親
に
相
談
な
し
に
受
験
し
た

も
の
だ
っ
た
。
現
在
も
そ
う
で
あ
る
が
、
明
治
・
大
正
時
代
よ
り
、
家
族
と

い
う
枠
を
踏
み
越
え
て
、
た
と
え
長
男
長
女
で
あ
ろ
う
と
、
半
ば
勉
学
の
た

め
、
半
ば
文
学
で
身
を
立
て
る
た
め
に
、
家
を
出
る
と
言
う
こ
と
が
公
然
と

行
わ
れ
て
い
た
。

（
寺
‐
ｆ
）

こ
こ
で
秋
江
の
帰
郷
が
い
つ
、
い
か
な
る
場
合
に
な
さ
れ
た
か
を
「
自
作

年
譜
」
で
見
て
ゆ
き
た
い
。

第
一
回
目
の
帰
郷
（
秋
江
十
九
歳
）

明
治
二
十
七
年
二
月
（
市
立
商
業
高
校
）
受
験
。
学
課
は
最
も
優
良
の

成
績
な
り
し
も
体
質
虚
弱
の
故
を
以
て
入
学
を
許
さ
れ
ず
。
即
ち
悲
観

し
て
、
直
ち
に
行
李
を
整
へ
て
帰
郷
す
。

一
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以
上
、
秋
江
の
十
九
歳
か
ら
二
十
二
歳
の
四
年
の
間
だ
け
で
も
実
に
五
回

の
帰
郷
が
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
父
・
兄
の
死
の
他
は
病
弱
と
い
う
も
の

第
四
回
目
の
帰
郷
（
秋
江
二
十
二
歳
）

第
三
回
目
の
帰
郷
（
秋
江
二
十
一
歳
）

第
二
回
目
の
帰
郷
（
秋
江
十
九
歳
）

第
五
回
目
の
帰
郷
（
秋
江
二
十
二
歳
）

内
幸
町
の
長
与
胃
腸
病
院
に
入
院
後
、
明
治
三
十
年
十
二
月
の
末
退
院

し
て
東
京
在
学
の
希
望
を
断
ち
、
郷
里
に
帰
る
。

明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
日
の
夜
国
許
よ
り
「
チ
、
ベ
ウ
キ
ス
ス
グ

カ
ヘ
レ
」
の
急
電
に
接
し
、
倉
皇
行
李
を
修
め
て
帰
国
す
れ
ば
、
父
既

に
亡
し
美
。

明
治
二
十
九
年
一
月
五
日
、
次
兄
国
治
肺
炎
に
て
没
す
。
予
も
亦
た
病

弱
の
故
に
岡
山
市
よ
り
郷
里
に
帰
り
住
む
。

翌
三
十
年
一
二
月
の
頃
移
り
て
麹
町
五
番
町
に
下
宿
す
。
そ
の
年
五
月

の
頃
又
病
弱
の
故
を
以
っ
て
帰
郷
す
。

こ
こ
で
幼
児
期
の
秋
江
に
と
っ
て
母
と
い
う
も
の
が
甘
え
る
対
象
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
家
と
い
う
も
の
が
後
々
の
秋
江

に
と
っ
て
郷
愁
を
感
ず
る
場
所
と
し
て
の
存
在
し
た
と
考
え
て
も
良
い
。

（
旧
）

父
の
死
が
家
運
を
衰
退
さ
せ
た
こ
と
は
、
次
の
一
文
に
見
え
る
。

で
あ
る
。
こ
う
し
た
肉
親
の
死
と
い
う
も
の
が
、
秋
江
に
帰
郷
を
余
儀
な
く

さ
せ
た
こ
と
は
、
「
骨
肉
」
に
お
い
て
三
兄
の
死
に
よ
り
帰
郷
し
た
こ
と
と

も
共
通
す
る
。
ま
た
病
弱
ゆ
え
帰
郷
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
に
関
し

（
８
）

て
は
「
田
舎
の
友
」
に
「
少
し
身
体
が
障
が
あ
っ
た
り
、
何
と
は
な
く
た
ず

が
ま
ん

生
活
の
単
調
を
感
じ
て
来
た
り
す
る
と
、
耐
忍
の
勇
気
も
な
く
居
場
処
を
更

へ
た
り
、
故
郷
に
帰
っ
た
り
し
て
見
る
性
情
が
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

秋
江
に
と
っ
て
、
家
と
い
う
も
の
が
重
圧
と
し
て
の
し
か
か
ら
ず
、
比
較
的

出
や
す
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
と
同
時
に
、
病
弱
ゆ
え
に
戻
れ
る
場
所
と
し
て

存
在
し
た
と
言
え
る
。

一
方
で
徳
田
家
（
Ⅱ
近
松
家
旧
称
、
筆
者
注
）
の
家
運
が
傾
い
て
い
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
ま
ず
父
が
存
命
中
の
頃
、
秋
江
が
い
か
に
母
に

（
９
）

甘
え
て
育
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
一
文
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

室
田
（
Ⅱ
秋
江
の
こ
と
、
筆
者
注
）
の
父
と
い
ふ
の
は
、
な
か
な
か
聡

そ
の
頃
末
つ
児
の
私
は
片
時
も
は
は
の
傍
を
離
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
一
夜
と
い
へ
ど
も
母
の
懐
に
抱
か
れ
て
智
な
け
れ
ば
眠
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

一
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と
あ
る
。
つ
ま
り
、
父
と
い
う
存
在
は
近
松
家
で
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
死
は
近
松
家
の
衰
退
の
始
ま
り
を
示
す
出
来
事
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
「
は
ら
か
ら
」
に
は
、
父
・
祖
母
・
祖
父
・
姉
の
夫
ら
の
死
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
死
は
、
近
松
家
を
確
実
に
衰
退
さ
せ
た
に
相
違
な

か
ろ
う
。

残
さ
れ
た
母
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
「
金
魚
」
に
は
長
男
の
嫁
と
い
さ
か

い
を
起
こ
す
姿
が
見
え
る
。
ま
た
、
「
そ
の
頃
の
母
は
、
つ
ま
り
悲
む
に
も

憤
る
に
も
非
常
に
強
い
元
気
が
あ
り
ま
し
た
」
と
あ
る
。
父
が
亡
く
な
っ
た

当
初
は
、
ま
だ
人
と
争
っ
た
り
、
死
を
悲
し
ん
だ
り
す
る
力
は
有
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
「
他
家
へ
養
子
に
や
っ
て
ゐ
た
悴
が
死
ん
だ
時

分
に
は
母
は
も
う
悲
む
さ
へ
十
分
力
が
入
ら
ぬ
か
の
や
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
病
後
の
母
が
嫁
姑
問
題
で
争
う
気
力
が
失
せ
、
逆

に
嫁
に
世
話
に
な
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
母
の
、

老
衰
に
よ
る
気
力
の
衰
え
に
よ
る
も
の
と
言
っ
て
良
い
。
「
骨
肉
」
に
お
け

る
母
の
悲
し
み
の
薄
ら
ぎ
も
、
ま
さ
に
そ
の
理
由
か
ら
だ
っ
た
。

た
だ
そ
の
背
景
に
は
父
や
兄
の
死
が
そ
れ
を
早
め
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
長
男
が
嫁
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
、
嫁
と
の
争
い
が
増
え
、
神
経
を
す

（
Ⅲ
）

り
減
ら
せ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
次
兄
の
死
の
時
は
「
私
の
兄

や
ぶ

（
Ⅱ
二
番
目
の
兄
、
筆
者
注
）
の
死
は
非
常
に
母
の
心
を
傷
り
ま
し
た
」
と

明
な
男
ら
し
い
人
間
で
し
た
か
ら
父
親
の
存
命
の
こ
ろ
は
、
家
の
中
は

そ
の
重
量
で
納
ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
死
ん
で
か
ら
は
ど
う
も

後
が
う
ま
く
ゆ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
松
秋
江
「
骨
肉
」
論

お
ば

あ
り
、
そ
の
時
「
裏
の
姥
さ
ん
」
に
母
は
「
三
年
経
て
ば
大
分
薄
ら
い
で
来

ま
す
」
と
慰
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
次
兄
の
死
に
よ
っ
て
も
、
母
の
、
肉
親

の
死
を
悲
し
む
力
は
弱
ま
っ
て
来
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
「
骨
肉
」

に
お
い
て
、
「
そ
の
時
は
母
も
ま
だ
五
十
五
六
で
、
元
気
が
好
か
つ
た
。
悲

み
を
憤
る
ほ
ど
の
気
力
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
が
、
「
骨
肉
」
を
書
い
た
時
点

に
は
「
悲
み
を
憤
る
ほ
ど
の
気
力
」
は
弱
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
て
良
い
。

（
咽
）

長
男
に
関
し
て
は
「
骨
肉
」
に
お
い
て
も
存
在
感
は
薄
い
。
こ
の
長
男
元

作
は
、
父
亡
き
後
も
農
業
よ
り
も
商
業
の
方
に
力
を
そ
そ
ぎ
一
定
の
財
産
を

（
咽
）

得
た
よ
う
だ
。
秋
江
自
身
た
び
た
び
長
男
に
お
金
を
無
心
し
て
い
た
こ
と

は
、
書
簡
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
父
亡
き
後
、
一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
経
済

的
に
は
自
立
し
て
は
い
た
が
、
寡
黙
で
人
間
と
し
て
の
存
在
感
は
薄
い
と
言

う
印
象
は
否
め
な
い
。
父
の
死
後
、
母
の
代
と
な
る
が
、
そ
の
母
も
老
衰
に

よ
り
、
威
厳
が
保
て
な
く
な
り
、
家
運
が
衰
退
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
衰
退

の
時
期
に
こ
の
「
骨
肉
」
と
い
う
作
品
は
位
置
す
る
。

秋
江
自
身
は
長
男
元
作
に
お
金
を
無
心
す
る
際
、
以
下
の
よ
う
な
一
文
を

（
肌
）書

簡
に
し
た
た
め
た
。
「
徳
田
家
の
家
名
を
出
す
者
は
小
生
一
人
だ
か
ら
」

こ
こ
に
は
作
家
と
し
て
の
名
声
を
残
そ
う
と
言
う
気
概
が
感
じ
ら
れ
る
が
、

秋
江
の
心
の
中
に
は
徳
田
家
の
四
男
と
し
て
長
男
と
共
に
家
を
守
ろ
う
と
す

る
意
識
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
父
母
を
中
心
と
し
て
思

い
出
深
い
故
郷
は
上
京
し
た
秋
江
の
胸
の
内
に
は
決
し
て
消
え
る
こ
と
の
な

い
も
の
と
し
て
存
在
し
続
け
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
病
気
や
死
の
度
に
帰
郷

し
た
こ
と
で
一
層
強
め
ら
れ
た
。
し
て
み
れ
ば
、
か
の
「
骨
肉
」
に
お
い
て
、

母
の
悲
し
み
の
強
か
っ
た
頃
を
懐
か
し
ん
で
描
い
た
こ
と
は
、
母
の
老
衰
に

一

九



「
骨
肉
」
「
兄
弟
」
に
お
い
て
、
亡
兄
の
死
に
対
す
る
母
の
悲
し
み
の
薄
ら

ぎ
に
主
人
公
は
た
ま
ら
な
い
寂
し
さ
を
感
じ
た
。
ま
た
、
周
囲
の
人
間
と
の

感
情
の
溝
に
深
い
孤
独
を
感
じ
た
。
秋
江
が
「
骨
肉
」
に
描
き
た
か
っ
た
と

こ
ろ
の
も
の
は
、
実
は
家
や
家
族
の
歴
史
的
衰
退
と
い
う
背
景
の
下
で
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
両
作
品
は
、
喪
失
さ
れ
た
家
族
と
い
っ
た

も
の
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
結
実
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
秋
江
文
学
の
中
で

も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

造
が
「
骨
肉
」
に
は
垣
間
見
ら
れ
る
。

よ
り
家
運
が
傾
き
つ
つ
あ
る
家
そ
の
も
の
へ
の
鎮
魂
歌
と
見
て
取
れ
な
く
も

な
い
。
父
が
存
命
中
の
、
あ
る
い
は
、
母
が
強
か
っ
た
頃
の
徳
田
家
が
秋
江

の
心
の
中
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
。

当
時
、
秋
江
に
は
「
別
れ
た
る
妻
へ
送
る
手
紙
」
を
書
い
て
小
説
家
と
し

て
の
名
を
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
自
分
も
長
男
と
共
に
徳
田
家
を
支
え
る
男
と

し
て
の
気
概
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
現
実
の
母
を
中
心
と
す
る
家
族
そ

の
も
の
は
衰
退
を
き
た
し
て
い
た
。
長
男
も
期
待
す
る
だ
け
の
威
厳
は
な
い
。

し
て
み
れ
ば
、
秋
江
一
人
空
回
り
し
て
、
孤
独
な
魂
を
弄
ぶ
し
か
な
い
。
つ

い
に
は
再
び
帰
京
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
作
品
の
構

（
１
）
こ
の
「
京
太
郎
」
と
い
う
名
前
は
、
「
伊
年
の
屏
風
」
の
主
人
公

に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

終
わ
り
に

（
４
）
「
日
本
文
学
全
集
」
４
５
近
松
秋
江
・
葛
西
善
蔵
集
年
譜
と
、

「
近
代
文
学
研
究
叢
書
５
４
」
（
昭
和
女
子
大
学
）
「
近
松
秋
江
」
一

生
涯
を
参
考
に
し
た
。

（
５
）
こ
の
「
ま
す
」
が
後
に
家
出
し
、
名
作
「
別
れ
た
る
妻
に
送
る

手
紙
」
が
生
ま
れ
た
。

（
６
）
」
「
こ
こ
ろ
」
の
「
両
親
と
私
」
の
七
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な

場
面
が
あ
る
。

（
２
）
亡
兄
の
渡
航
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
シ
ア
ト
ル
で
の
状
況
や

死
ん
だ
時
の
様
子
な
ど
が
、
か
な
り
の
量
で
描
か
れ
て
い
る
。

（
３
）
「
兄
弟
」
の
最
後
の
会
話
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
小
供
に
学
問
を
さ
せ
る
の
も
、
好
し
悪
し
だ
ね
。
折
角
修
業

・
つ
参
つ

さ
せ
る
と
、
そ
の
小
供
は
決
し
て
宅
へ
帰
っ
て
来
な
い
。
こ
れ
じ

ゃ
手
も
な
く
親
子
を
隔
離
す
る
た
め
に
学
問
を
さ
せ
る
よ
う
な
も

の
だ
。
」

お
ん
ご
く

学
問
を
し
た
結
果
兄
は
遠
国
に
い
た
。
教
育
を
受
け
た
因
果
で
、

「
そ
の
内
何
日
で
あ
っ
た
か
、
隣
家
の
女
房
が
、
義
姉
に
『
照

さ
ん
は
、
今
度
は
大
分
御
逗
留
の
や
う
で
す
な
あ
。
何
時
お
帰
京

は
な
し

り
で
す
か
。
」
と
、
何
か
の
世
話
の
序
に
言
っ
て
ゐ
る
の
を
聞
い

か
え

た
。
「
さ
あ
、
何
時
帰
京
る
ん
で
す
か
。
今
度
は
、
随
分
永
く
ゐ

ま
す
。
」
義
姉
の
返
辞
も
耳
に
入
っ
た
。
」

二

○



（
岨
）
「
金
魚

（
Ⅱ
）
以
下
一

に
拠
る
。

（
ｕ
）
「
骨
肉
」
に
お
け
る
「
兄
」
の
登
場
の
場
面
は
「
停
車
場
の
島
屋

で
長
兄
に
会
っ
た
が
、
男
同
志
の
こ
と
・
『
困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
」

と
言
っ
た
き
り
、
亡
兄
は
何
も
言
は
な
い
。
」
の
場
面
の
み
。

（
旧
）
「
一
地
方
の
名
士
」
含
近
松
秋
江
研
究
Ⅱ
号
」
平
成
元
年
十
二
月

（
８
）
明
治
四
二
年
四
月
一
日
（
「
新
文
林
」
第
二
巻
第
四
号
）
発
表
、

の
ち
「
地
方
の
人
」
と
改
題
の
も
の
。

（
９
）
「
は
ら
か
ら
」
（
大
正
五
年
七
月
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
十
九
巻
十

（
ｕ
）
明
治
四
三
年
十
月
二
六
日
徳
田
元
作
宛

（
さ
さ
き
・
せ
い
じ
大
阪
学
院
大
学
高
等
学
校
教
諭
）

（
７
）
一

同
Ｈ
Ｈ
Ｏ

号
…

「
一
地
方
の
名
士
」

一
日
・
太
秦
文
庫
）

私
は
ま
た
東
京
に
住
む
覚
悟
を
固
く
し
た
。
こ
う
い
う
子
を
育
て

た
父
の
愚
痴
は
も
と
よ
り
不
合
理
で
は
な
か
っ
た
。
永
年
住
み
古

し
た
田
舎
家
の
中
に
、
た
っ
た
一
人
取
り
残
さ
れ
そ
う
な
母
を
描

き
出
す
父
の
想
像
は
も
と
よ
り
、
淋
し
い
に
違
い
な
か
っ
た
。

「
金
魚
」
（
大
正
五
年
八
月
『
婦
人
公
論
」
）

以
下
の
引
用
は
「
墓
域
」
（
『
新
潮
」
大
正
四
年
十
二
月
一
日
）

『
現
代
小
説
全
集
第
十
二
巻
』
新
潮
社
・
大
正
十
四
年
十
一
月
七

近
松
秋
江
「
骨
肉
」
論

一
一
一


